
平成３０年度  学校評価について H31年2月10日現在

( 竹田小 )学校

4 3 2 1

家庭や地域の人々への情報発信

オープンスクール（学校公開）な
ど住民参加の教育活動の推進

豊かな集団生活が営まれる学級づ
くり

児童生徒の内面理解を図る指導の
工夫

いじめ、不登校、問題行動、ネッ
トトラブル等への適切な対応

●挨拶は、地域の中で課題があるようだ。（交通立番の職員よ
り）

マニュアルの点検・見直し

地域課題に応じた防災、防犯教育
の実施

自ら学び自ら考える力の育
成

指導内容の工夫改善 38% 67%

基礎・基本の定着と個に応
じた学習指導の充実

指導内容・指導方法の工夫改善、
評価方法の創意工夫

33% 67%

道徳教育 授業研究の充実と指導の工夫 8% 69% 23%

外国語教育（小） 授業研究の充実と指導の工夫 23% 62% 15%

総合的な学習の時間 全体計画に基づく工夫改善 8% 84% 8%

人権教育 人権尊重の精神の育成 15% 85%
○人権週間などのみならず年間を通し人権教育を計画的に行っ
ている。

体験活動の充実 自然学校、トライやる・ウィーク 54% 46%

○自然学校については、単独校実施を含め検討が必要ではない
か。
○環境学習、福祉学習等、年間を通して幅広い体験活動が充実
している。

キャリア教育
社会的自立に必要な態度や能力の
育成

8% 85% 7%
○キャリアノート活用等は、発達段階に応じて各学年実施でき
ている。

特色あ
る教育

あさごドリームアップ事業 特色ある学校づくり 31% 54% 15%
○各学年、地域人材など講師をしていただき連携が定着してい
る。

評価の観点
回答者数(％表示）

今後の改善について

○いじめ・不登校・問題行動等への素早い対応・組織的対応が
できている。特に不登校児童は０ゼロである。○児童の姿を常
に共有し、学級づくり授業づくりにいかす体制づくりが構築で
きている。（計画的・随時の生徒指導委員会、特支教育委員会
実施などきめ細かな対応）

57%
43%
29%生徒指導

6%
7%

○安全点検は細かいところまでよく見てもらっている。
●多額の修理費を要するところは委員会に依頼している。
○派出所や見守り隊の方々には大変お世話になっている。
○警察・見守り隊等との連携が定着している。

4：よくできた　3:できた　2：あまりできなかった　1:全くできなかった

20%

○情報発信については、よくできていると思います。毎月の学校だよりを読ま
せてもらうことで学校の取組みがわかります。
●「竹田っ子宣言」の周知を積極的に行ってはどうか。
○オープンスクールとてもよかった。
●回数は増やしてほしい。
○回数はそのままでも継続を
○ｵｰﾌﾟﾝスクールには、今後ともに積極的に参加したい。
○不登校ゼロは大変うれしい。大いに評価できる。
○高学年の子供たちは比較的に自分から挨拶できている。
○自発的にできている。
○挨拶運動推進は住民の見守り活動の強化にもつながっている。
●挨拶は、子供ができるできないというより周囲の大人から姿勢をみせること
も大切だと思います。
○いじめについては、2から3年前にカバンを持たされるなどいじめかなと思う
ことも有りましたが、今はありません。
○見守り隊（自治協）の活動には非常に感謝しています。
○消防団等も含めて地域を守ってくださっている
○他の地区ではこのような活動をあまり聞かない。
○地域の大きな財産であり、地域住民へ安心感を与えてもらっている。
○教育課程については、その通りだと思います。取組み素晴らしい
●質問内容を簡単に
●学力向上項目新設してはどうか
●道徳教育と外国語教育は、よく教育をお願いします。今でも低学年で受けた
道徳教育の内容は覚えています。
○パソコンやiｐａｄを使用する授業の増加や英語の授業が充実していっている
ことなど、子どもの将来に有利になるようなことはよいと思う。
○コミュニケーションを前提としているICTにおいては活用できて意味がある。
教育現場での実用がこれからの情報化を担う人材へとつながると感じる。
●外国語教育の一環として校内掲示に英語併記の充実を図ってはどうか。
○朝来市駅伝大会にほとんどの高学年児童練習参加などうれしい。
●市マラソン大会・山の教室に今後とも参加してくれるよう促してほしい。
●自然学校で、できるだけ校区内の場所・施設･人材（指導・協力）を活用して
実施できないものか。
○今でも竹田の児童は、中学・高校にいってもリーダーになる子が多いと思い
ます。その教育をお願いします。
●小学校の間に地域の大人の人とふれあうことによって、感性を豊かにして
ほしい。
○多くの取組みの中で子供たちが楽しいと思える気持ちを今後も育てていた
だきたいと思います。
○訪問時や先生方の電話の対応がとても気持ち良いです。
○オープンスクール、全校朝会、運営協議会など、独自の取組みも多く、とて
も特色豊かな学校と感じる。
●先生のするべきことが多すぎるように思う。共有も困難ではないか。
●特に人権尊重の精神の育成は難しい。
●この学校評価が目的にならないように、学校の問題を保護者と地域で解決
できることがあれば、それを考える場が学校運営協議会であればいいと思う。
評価の基準を例えば８割の児童ができたら４、２割以下なら１というように、考
えたらいかがでしょうか。

○学校Webページや学年だよりや学級だより等でしっかり発信で
きている。竹田コミセン等への掲示についても今後継続する。
○オープンスクール実施回数、内容についてさらなる充実を

自己評価の妥当性（学校関係者評価の意見等）

○講師招聘による授業研究会や研修会の実施を通し、指導力向
上を推進できている。
○評価について支援システムについて今年度中に検討・引継い
でいく。
○チャレンジタイムを有効活用して家庭学習に取組みにくい児
童への定着が少し図れてきた。継続を。
○ＩＣＴ機器を効果的に活用できる児童が増えてきた。
○ＵＤを生かした授業づくり、聴き合い伝え合う授業の工夫を
さらに継続発展。
○掲示物についても、個々の児童への細かい配慮ができてい
る。
○人権教育も含め、普段の暮らしの中でも道徳教育ができてい
る。
○ＨＲＴが主となる授業をこれからも続けていく。
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